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■市役所
施設管理者(校⾧等)

◆その他連携
地域住民町会・自主防災会役員指定避難所

自身や家族の安全確保

隣近所の被害状況の確認

■職員の参集

■市災害対策本部体制の
確立

■被災状況の把握
■指定避難所対応職員到
着

3～72時間をめど
■避難所開設状況の把握
■食料・飲料水等の分配
■福祉避難所の開設
■死者・行方不明者の対応
■関係機関との連絡調整

運営委員会への参加
運営会議への出席
地域と連携し、避難所運
営を支援

◆災害ボランティアセンター
開設準備

◆ライフラインの確保

3日～3週間をめど
■り災証明の受付
■義援金等の受付
■相談窓口の開設

学校再開の準備

◆家屋応急危険度判定
◆災害ボランティアセンター
開設・運営

◆医療対応が保健・福祉対
応へ移行

◆生活衛生関係施設の状
況把握と情報提供

■仮設住宅の建設計画
学校再開

地域の一時集合場所に集合

町会単位で安否確認
●避難行動要支援者の
救助
●地域内の出火確認と初
期消火、救出・救護活動、
安否確認の継続
●自宅に被害がある人は
避難場所へ行く準備

●役員は自分と家族の無事を伝
えて、指定避難所へ移動する

避難誘導準備～開設
●要配慮者を支援しなが
ら町会単位で避難

●避難所が開設される
までグラウンド等で待機

□開錠
□修斉校区災害対策本部の立ち
上げ
□建物等が使用できるか点検
□避難者の受け入れ準備(居住
スペースの割り振り、災害用トイレ
の設置など)
□避難者の受付開始(避難者数
の把握、避難者名簿づくりなど)
※混乱がないよう避難者を誘導

●地域ぐるみで避難所運
営に参加

●町会単位の安否確認
終了
●要配慮者の緊急入所・
福祉避難所・福祉避難室
への対応終了

●1週間をめどに校区内の
安否確認終了

●役員は、運営委員会の設置を
もって、後方支援に回る

運営体制づくり
□運営委員会の設置
□運営会議の開催
□活動班の設定
※避難所居住者を中心に運営

運営
□行政との連絡体制の確立
□在宅避難者への対応
□地域住民のニーズ(要求)の
把握
□救援物資の確保・管理

安定化
□生活ルールの確立、プライバ
シー確保の対策
□感染症の予防、常備薬の
確保
□居場所づくり
□相談体制の確立、こころの
ケア(遺族を含む)
□その他衛生管理・栄養管理・
健康維持

統廃合
□運営体制の見直し

閉鎖
□運営記録の整理
□清掃
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この修斉校区災害対策本部運営マニュアル（概要版）は、
まちづくり初動期活動サポート助成（（公財）大阪府都
市整備推進センター）を受け作成しました。




